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第 1章 第 2次小千谷市子ども読書活動推進計画の策定にあたって  

 

1 計画策定の趣旨 

子どもにとっての読書とは、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、想像力

を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことので

きないものです。そのために、子どもたちが幼い頃から本に親しみ、自ら進んで

読書をする習慣を付けるための環境づくりがとても大切です。 

本市では、平成 26 年 3 月に「小千谷市子ども読書活動推進計画」を策定し、

さまざまな施策を実施してきました。 

このたび、計画が終了年度を迎えることから、継続して小千谷の子どもたちの

豊かな読書活動の支援と環境の整備を図ることを目的に、「第 2次小千谷市子ど

も読書活動推進計画」を策定しました。 

策定にあたっては、平成 26 年 3 月策定の「小千谷市子ども読書活動推進計画」

の内容を基本として、その後の子どもたちを取り巻く社会情勢の変化などを反映

し、各関係機関と連携しながら、子どもたちの読書活動をさらに推進していきま

す。 

 

2 計画の位置づけ 

 本計画は、市の最上位計画である「第五次小千谷市総合計画」の個別計画とし

て体系づけるものです。 

 また、計画推進にあたっては、「第 2 次小千谷市生涯学習推進計画」、「小千谷

市立図書館及び（仮称）小千谷市立郷土資料館基本計画」、「おぢやっ子教育プラ

ン」などの計画と整合性を図ります。 
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3 計画の対象と期間 

（対象） 

この計画は、すべての「子ども」（おおむね 18 歳以下のもの）と子どもを取り

巻く環境の家庭、地域、認定こども園・保育園、学校、図書館などを対象としま

す。 

 

（期間） 

計画期間は 2019 年度から 2023 年度までの 5年間とします。なお、社会状況な

どに大きな変化が生じた場合や、国・県の生涯学習施策の方向性等の整合を考慮

し、必要に応じて計画の延長または見直しを行います。 

 

4 基本理念 「本との出会い 豊かな夢へのパスポート」 

平成 26 年 3 月に策定した当初の計画では、「本との出会い 豊かな夢へのパス

ポート」を基本理念ととらえ、計画を推進してきました。 

本計画においてもこの基本理念のもとに、子どもの読書活動を推進していきま

す。 
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5 計画の基本方針 

子どもの読書活動を推進するためには、子どもが自発的に本を読み、読書習慣

が身に付くよう、常に身近な場所に本があり、多くの本と出会う機会を増やすこ

とが大切です。そのためには、子どもの日常生活における家庭、地域、認定こど

も園・保育園、学校、図書館などが、それぞれの役割を認識して相互に連携・協

力しながら、地域社会全体で推進する仕組みをつくることが必要です。このよう

な観点から、次の 4つを本計画の基本方針として取り組みます。 

 

（1）子どもの成長段階に応じた読書を楽しめる機会を提供します。 

 家庭や地域、認定こども園・保育園、学校、図書館などが行っているそれぞ

れの取組を充実させ、子どもの成長段階に沿って、本に出会い、読書を楽しめ

る機会を提供する取組を進めます。 

 

（2）子どもにとってやさしい読書環境の整備とサービスを提供します。 

 子どもが多くの時間を過ごす学校や図書館などを中心に、施設設備や蔵書を

整備します。また、情報通信環境の整備により、さまざまな学び方に対応した

サービスを提供します。 

 

（3）子どもの読書活動についての情報発信及び学習ニーズに応じた居場

所づくりを推進します。 

関係機関がさまざまな行事や事業の情報発信を行い、さらに子どもの読書活

動への理解や関心を深める普及・啓発活動を行っていきます。特に中・高校生

に関しては、この世代が関心を持てるような新しい資料・情報を提供し、学習

ニーズに応じた多様な居場所づくりを推進します。 

 

（4）子どもの読書活動推進のための連携・協働に取り組みます。 

 子どもが日常生活において、いつでもどこでも本に親しみ、長期的な読書の

習慣が身に付くよう、関係機関や団体との連携・協働に取り組みます。また、

地域ボランティアの学習機会や関係職員の研修機会を設けていきます。 

 

この方針を実現するため、第 2 章「子どもの読書活動を推進するための方策」

に取り組んでいきます。特に家庭での役割は重要であり、第 2章 1「家庭におけ

る読書活動の推進」を重点的に取り組みます。  
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6 数値目標 

 本計画では、「本が好き」という子どもの割合を増やしていくことが計画の核

となり、今後の読書活動を推進していく上でも大切であると認識し、下記のとお

り学年ごとに目標数値を設定し、取り組んでいきます。 

 

 

「本が好き」という子どもの数値目標 

 

 

【参考】 

 

子どもたちの現状と課題を把握するため、「小千谷市子どもの読書についてのアンケート」（以

下、「アンケート」という）を実施しました。小学 2年生、5 年生、中学 2年生を対象にした「あ

なたは本が好きですか」という質問に対して、「好き」と答えた子どもの割合は、前回の調査結果

とほぼ同じで、学年が上がるにつれて、「好き」の割合は減少している傾向も変わりありませんで

した。 
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図1 あなたは本が好きですか

好きではない

あまり好きではない

どちらかというと好き

好き

学年 目標値 現在値 

小学 2年生 75％ 64％ 

小学 5年生 55％ 44％ 

中学 2年生 45％ 38％ 
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第 2章 子どもの読書活動を推進するための方策 

1 家庭における読書活動の推進【現状・課題・取組】 

 

【現状】 

 子どもの読書習慣を形成する上で、「家庭」の役割はとても重要です。生活の

基本である「家庭」は、子どもが最初に「本」に出会う場所であり、日常的に「本」

に親しむ場所です。「家庭」での読み聞かせや本が身近にある環境によって自発

的な読書習慣が身に付き、読書を通して言葉や感性、想像力を育み、人生をたく

ましく生きる力を養うことができます。 

4 歳児保護者を対象としたアンケート調査では、「お子さんに本を読んであげた

のはいつ頃からですか」の質問に対し、「1歳未満」が一番多く 37％、次いで「6

か月未満」で 26％でした。〈図 2〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、小学 2 年生、5 年生、中学 2 年生を対象にしたアンケート調査では、「1

か月にだいたい何冊くらい本を読みますか」の質問に対して、小学 2年生では 10

冊以上、小学 5年生では 3～5冊、中学 2年生では 1～2冊が一番多く、前回の調

査結果と変わりませんでした。〈図 3〉 

このうち「ほとんど読まない」と回答した子どもの理由は、すべての学年にお

いて「読みたいと思わない」という回答が一番多く、次いで「テレビやゲームの

方がよいから」の順になっており、これらは学年が上がると増加する傾向が見ら

れました。〈図 4〉 

また、本の好き嫌いと「テレビやゲームの方がよいから」との回答とは相関が

なく、本の好き嫌いに関わらず一定数見られました。〈図 5〉  
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図3 １か月にだいたい何冊くらい本を読みますか
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図4 ほとんど読まないに〇を付けた人はどうしてですか 読みたい本がないから

どんな本を読んだらいい

のかわからないから
読みたいと思わないから

塾や習い事で忙しいから

友だちと遊びたいから

テレビやゲームの方がよ

いから
部活が忙しいから(中2の

み)
その他
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図5 「本が好きですか」×「本を読まないのはどうしてですか」（複数回答可）

（ほとんど読まないに〇を付けた児童・生徒全体の回答）

読みたい本がないから どんな本を読んだらいいのかわからないから

読みたいと思わないから 塾や習い事で忙しいから

友だちと遊びたいから テレビやゲームの方がよいから

部活が忙しいから その他
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これらのアンケート結果からわかるように、多くの家庭で、赤ちゃんのうちか

ら本とのふれあいが実践されている様子が見られます。しかし、小学生から中学

生に上がるにつれて、図書館を利用する頻度や読む本の冊数が減少する傾向にあ

ります。特に、中学生の世代は、読書離れが顕著になっています。 

また、子どもへのアンケート結果では、「家族もよく本を読む」子や「子ども

の頃お家の人に本をよく読んでもらった」子は、すべての年代で「本が好き」と

回答した子の割合が高い結果となりました。〈図 6、7〉 

親子や家族での図書館の利用頻度を尋ねたところ、「利用したことがない」と

の回答が 30％で、前回のアンケート結果からほとんど変わりはありませんでした。

〈図 8、9〉 
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④好きでは

ない



9 

 

【課題】 

・「本が好き」という子どもたちを増やしていくために、保護者に対して 

家庭での読み聞かせを今後も推進していく必要があります。 

・家族みんなで本を楽しむための雰囲気づくりが必要です。 

・学校と連携してメディアコントロール※1をしていく必要があります。 

 

【施策の方向・具体的な取組】 

〇家庭での読書活動の支援 

・保護者への啓発・情報提供 

乳幼児期から子どもが絵本にふれあうことや読み聞かせの大切さを、

保護者に対して啓発・情報提供します。 

・ブックスタート事業の推進 

    10 か月の乳児を対象に、家庭での読み聞かせの大切さや、絵本を介し

て心がふれあう時間を持つことの楽しさなどを伝えるため、絵本の読み

聞かせ体験と絵本のプレゼントを行います。 

・親子読書スペースの充実 

    子育て世代が気軽に図書館を利用できるように、館内に親子で読書が

できるスペースを充実させます。 

・おはなし会、子ども向けイベント等への参加促進 

    本に親しむ習慣づくりの一環として、親子で楽しめるおはなし会や子

ども向けの楽しいイベントを開催します。 

 

○家読（うちどく）※２活動の推進 

・家庭内で「読書の日」を決める 

    家族のコミュニケーションツールの 1つとして、家庭内で「読書の日」

を決めて家庭（うち）での読書を推進します。 

・家族で図書館に出かけて本を借りる 

    子どもを取り巻く大人が読書に興味を持つことで、子どもの自発的な

読書習慣を育てます。 

・発達段階に合わせた本に関する情報提供 

    子どもの発達段階に合わせた本を選ぶために、ブックリストや、チラ

シ・パンフレット、広報誌などを活用した情報提供を行います。  
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○家庭でのメディアコントロール 

・メディアコントロールの推進 

    関係機関と連携し、家庭内で電子メディアを利用する時間を決めるな

ど、メディアと上手に付き合うことで、絵本の読み聞かせや読書などの

家族団らんの時間を増やします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 メディアコントロール： 

1 日の電子メディアに接触・利用する時間を決め、コントロールすることで、メディアとの関

わり方を見直す機会とし、生活リズムの乱れを改善するとともに、家族とのふれあいの時間を

持つことを目的としている。 

 

※2 家読（うちどく）： 

 家族みんなで本を読み、語り合う新しい読書スタイルとして提唱される取組で、「家庭（うち）

での読書」の意味。 

ブックスタートの様子 こどもとしょかんクリスマスのつどい 
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2 地域における読書活動の推進【現状・課題・取組】 

 

【現状】 

 本市では図書館が 1館しかなく、図書館から遠い地域の子どもたちにとって、

利用することがとても困難になっています。アンケート結果からも、最寄りの

小学校である小千谷小学校に比べ、それ以外の小学校では遠いことが理由で図

書館に行っていないと回答した子の割合が高くなっていることがわかります。

〈図 10〉 

また、5 年前の図書館に行かない理由と比較すると、「遠くて行けないから」

と答えた割合は大きく変わりませんが、「連れて行ってくれる人がいないから」

という回答が小学 2年生・5年生、共に高くなっています。〈図 11〉 
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図11 「ほとんど行かない」と答えた人、市立図書館を利用しないの

はなぜですか

塾や習い事で忙しい 読みたい本がない

遠くて行けない 利用の仕方がわからない

本を読むのが好きじゃない 連れて行ってくれる人がいない(小のみ)

部活で忙しい（中2のみ) その他
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 図書館では、市内 6 か所（勤労青少年ホーム、片貝総合センター、真人ふれ

あい交流館・岩沢・川井・東山の各住民センター）に、「地域図書室」を設置し

て、定期的に配本しており、貸出・返却のほかにも、予約図書の受付・受取な

どを行っています。地域により利用状況に違いがありますが、児童書の利用は

非常に少ない状況です。 

 図書館以外の施設でも、子育て支援センターなどでは「図書コーナー」を設

け、利用者に貸出を行っています。また、小学校の校区によっては地域の方が

ボランティアとしておはなし会を実施しています。 

 

【課題】 

・地域図書室の利用を通して、子どもたちの読書活動を推進することが求めら

れています。 

・読み聞かせなどをする地域のボランティアが不足しています。 

・地域ボランティアと学校、図書館との連携が必要です。  

 

【施策の方向・具体的な取組】 

○地域の読書環境の充実 

 ・地域図書室での読み聞かせや児童書の充実 

新鮮で魅力的な蔵書の整備に努め、子どもたちに本の楽しさを伝える

機会を増やします。 

 

○地域ボランティアの育成・活動支援 

 ・地域ボランティアの育成 

地域で活動するボランティア育成のため、入門講座や研修の機会を設

け、校区による差を解消するように努めます。 

・学校との連携や子育て支援センターなどでの活動支援 

  子育て支援センターなどでの読み聞かせ資料の貸出など、活動の充実

に向けた取組を行います。 
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○関係機関との連携 

・地域ボランティアとの連携 

読み聞かせなどを通して、子どもたちに読書の楽しさを伝える機会の

充実に努めます。 

・学童保育施設や放課後子ども教室などと連携した読書活動推進 

学童保育や地域の方々、スポーツや文化活動等を行う放課後子ども教

室などと連携し、気軽に読書が楽しめる環境づくりや、読み聞かせなど

の読書機会の充実に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

子育て支援センターでのおはなし会 
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3 認定こども園・保育園における読書活動の推進【現状・課題・取組】 

   

【現状】 

 認定こども園・保育園では、毎日の「読み聞かせ」や家庭への絵本の貸出は、すべ

ての園で実施されています。また、「園だより」などを活用し、保護者への情報提供

や啓発活動も多くの園で行っています。 

「お子さんに読んであげる本をどのように用意していますか」という質問に対し 4

歳児では「認定こども園・保育園などで借りる」が 91％と圧倒的に多く、子どもの入

園後は、各園での取組や働きかけが家庭での子どもの読書率に影響する事がうかがえ

ます。〈図 12〉 
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図12 お子さんに読んであげる本をどのように用意して

いますか

園などで借りる 図書館で借りる 本屋などで購入する

自宅にある本を読む 人から借りる その他
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【課題】 

 ・各園での取組や働きかけが、家庭での子どもの読書率に影響することがうか

がえるため、今後も継続して読み聞かせや家庭への絵本の貸出などを積極的

に取り組む必要があります。 

   

【施策の方向・具体的な取組】 

○読み聞かせなどの機会の拡充 

 ・本に親しむ機会づくり 

日々の保育活動において、読み聞かせや季節に合わせた絵本の紹介な 

どを充実させて、本に親しむ機会を積極的に作っていきます。 

 

○読書環境の充実 

・絵本などの図書コーナーの充実 

    園児の身近に良質な絵本や、児童書を備え、本への興味を引き出し、

自主的な読書活動が身に付くよう努めます。 

・家庭への絵本の貸出 

定期的に家庭への絵本の貸出を行い、絵本を通しての親子のふれあ

い、読み聞かせの良さを伝えていきます。 

 

○保護者への啓発・情報提供 

 ・保護者への啓発・情報提供 

園だよりや保護者が集まる機会などに、読書の情報発信を継続してい

くとともに、子どもにとっての読書の大切さや、家庭での読み聞かせの

重要性などについて啓発していきます。 

 

○図書館との連携・協力 

・図書館との連携・協力 

団体貸出を活用し、図書コーナーの充実を図ります。また、移動図書館※3

などの事業の活用を通して、幅広い読書の機会を設けます。 

 

※3 移動図書館： 

本市の場合は、段ボールやコンテナケースに本を積み込み、現地に運んでその場で本の

貸出を行うものをいう。夏季に保育園などで「おはなし会」とセットで実施しているほ

か、近年は、学校の昼休み時間などを利用し、定期的に出向いているケースもある。 
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4 学校における読書活動の推進【現状・課題・取組】 

 

【現状】 

（1）小・中学校の現状 

 「朝読書」などの全校一斉読書は、ほとんどの学校で実施されています。学

校図書館は終日開館している場合と、昼休みなどの指定された時間に限定して

いる場合があります。アンケートの「本を読むのはいつが多いですか」という

質問に対して、結果は 5年前とほぼ変わりありませんが、いずれの年代も学校

の「朝読書」が一番多くなっています。〈図 13〉このことから、朝読書は小・

中学生の読書活動に大きな影響を与えていると考えられます。 

  また、その他の読書活動として、小学校では「読み聞かせ」や「ペア読書」

※４など、中学校ではお昼の放送を活用しての新刊案内やライブラリ（新聞）の

発行、読書量が一番多いクラスを表彰する「読書 No.1」という委員会企画など

が行われています。 
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図13 本を読むのはいつが多いですか

朝、登校前 学校の朝読書 学校の休み時間 学校で放課後

家で夕食前 寝る前 休みの日 その他
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  また最近では、調べ学習がインターネットなどパソコンによるものが中心と

なり、図書資料を利用する機会が減少している傾向もあります。アンケートの

「1か月のうち、学校の図書館へ何回くらい行きますか」という質問に対して、

結果は5年前とほぼ変わりありませんが、中学2年生では「ほとんど行かない」

が 71％となっており、依然として図書館を利用しない生徒が多い状態です。 

〈図 14〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※4 ペア読書： 

学校教育現場の読書活動の一つ。2人が組になって読み聞かせをしたり読み合ったりする読書。

低学年と高学年など異なる学年間で行われることが多い。 
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図14 １か月のうち、学校の図書館へ何回くらい行きますか
ほとんど行かない

ほとんど毎日

週に2～3回

週に1回くらい

学校おはなし会 
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（2）高等学校の現状 

     本市にある高等学校 2校のうち、全校での一斉読書を実施している学校は

1校でした。実施している読書活動は各学校によりさまざまで、「百人一首大

会」や読書週間に関連した行事、「図書だより」の発行、新着図書や図書委

員おすすめの本の紹介などを行っています。 

 

【課題】 

・「朝読書」などの読書時間を確保し、今後も継続していくことが必要です。 

・児童生徒が読書に興味を持ち続けられるような学校図書館の体制づくりが必

要です。 

・家庭と連携したメディアコントロールへの対応が必要です。 

 

【施策の方向・具体的な取組】 

○学校全体での読書活動の推進 

 ・学校内での教職員間の連携・協力 

    児童生徒の読書活動の推進にあたり、学校の果たす役割は大変大きい

ことから、教職員が連携・協力した活動の推進に取り組みます。 

 ・「朝読書」の推進と読書時間の確保 

    「朝読書」などの、取組を学校全体で推進し、読書時間の確保に努め

ます。 

 

○学校図書館の充実と利用普及 

 ・学校図書館の資料の充実 

児童生徒の成長段階に合わせ、興味関心の高い資料を充実させるよう

努めます。 

・調べ学習における学校図書館の利用推進 

学校図書館を授業などで積極的に活用することで、調べる読書活動を

推進します。 

・地域ボランティアとの連携 

書架整理、新着図書の受け入れ、読み聞かせなどを地域のボランティ

アと連携して行うことで、児童生徒が学校図書館を訪れやすい環境を整

えます。  
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○多様な読書への導き 

 ・読書のきっかけづくり 

    異年齢での「ペア読書」、「読書週間」行事の開催、読書ボランティア

の活用、職員による「読み聞かせ」など、読書のきっかけとなる魅力あ

る事業に取り組みます。 

・おすすめの本の紹介 

   読書の楽しさの啓発や興味関心を促すために、「おすすめの本」のリス

トを作成し、児童生徒の本選びを手助けします。 

・図書館との連携・協力 

    「団体貸出」や「学校おはなし会」などを積極的に活用し、多様な読

書活動を推進します。 

 

○家庭への情報発信・啓発 

 ・「家読（うちどく）」のすすめ 

     学級・学校だよりなどを通して、家庭での読書について保護者に働き

かけるとともに、「家読（うちどく）」期間を設定するなどの、啓発活動

に取り組みます。 

  ・メディアコントロールへの対応 

     メディアコントロールを実践する期間を設定して周知するなど、家庭

への啓発活動に取り組みます。 
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5 図書館における読書活動の推進【現状・課題・取組】 

 

【現状】 

 図書館では、ボランティア団体との協働により、毎週「おはなし会」を開催してい

るほか、「こどもとしょかんのつどい」をはじめ、多くの子どもや親子向けの行事を

開催しています。しかし、「おはなし会」の参加者数は年々減少傾向にあります。 

 平成 30 年 3 月からは関係機関と連携し、10 か月の乳児を対象にブックスタート事

業を開始しました。家庭での読み聞かせの大切さや絵本を介して心がふれあう時間を

持つ楽しさを保護者に伝えるために、絵本の読み聞かせ体験と絵本のプレゼントを行

っています。また、保育園や学校などと連携し、図書館から職員が出向く「移動図書

館」や「学校おはなし会」などの事業にも力を入れています。 

一方、中学・高校生は、図書館の貸出利用状況が極端に少ない状況にあります。ア

ンケートを実施した中学 2年生では、全ての質問項目において 5年前とほぼ変わらな

い結果となりました。「1か月のうち、市立図書館へ何回くらい行きますか」という質

問に対して、87％が「ほとんど行かない」と回答しており、利用しない理由としては、

37％が「部活で忙しいから」と回答しています。〈図 15、16〉 

このことから、部活が始まる年齢である中学生以上になると、図書館を利用する時

間を確保できないことが考えられます。 

 また、施設面においては、図書館を核とした複合施設の建設が計画されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0%

50%

100%

H25_小2 H30_小2 H25_小5 H30_小5 H25_中2 H30_中2

図15 1か月のうち市立図書館へは何回行きますか 5回以上
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図16 市立図書館を利用しないのはなぜですか

塾や習い事で忙しいから 読みたい本がないから
遠くて行けないから 利用の仕方がわからないから
本を読むのが好きじゃないから 連れて行ってくれる人がいないから
部活で忙しいから その他
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【課題】 

・利用者のニーズに応じてスムーズな情報提供ができる体制づくりが必要です。 

・中学・高校生のさまざまな学習ニーズに応じた居場所の提供が必要です。 

・図書館ボランティアの育成と協働が必要です。 

   

【施策の方向・具体的な取組】 

○魅力ある図書館行事や読書環境の充実 

・多様な「本との出会い」づくり 

   「おはなし会」「絵本ライブ」などの事業の充実や、テーマ展示、広

報での本の紹介などにより、子どもたちに本の世界の楽しさを伝えます。 

 ・児童・中学・高校生向け図書の充実 

    子どもの成長に合わせ、新鮮で魅力的な蔵書の整備に努めます。 

・ブックスタート事業の推進 

   関係機関との連携を図りながら、さらに読書習慣を付けられるよう展

開していきます。 

 ・「図書館見学」「職場体験」の受け入れ 

    図書館の利用方法や読書の楽しさを伝える「図書館見学」や中学生を

対象にした「職場体験」の受け入れなどを通して、図書館の利用促進に

努めます。 

 ・団体貸出の充実 

    認定こども園・保育園や学校をはじめ、子育て関係施設、読み聞かせ

グループなどに団体貸出を進めていきます。 

・遠隔地へのサービス 

   図書館から遠い地域の子どもたちに対し、保育園や学校等と連携して

「学校おはなし会」「移動図書館」に取り組み、読書活動の支援に努めま

す。 

・障がいのある子どもたちへの読書活動支援 

障がいのある子どもたちが豊かな読書活動を体験できるよう、学校な

どとの連携を強化し、個々の読書活動の支援に努めます。 
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○新たな発見と学習ができる居心地のよい居場所づくり 

 ・利用しやすい空間づくり 

書架の配置、本の並べ方や案内表示などを工夫し、本を手に取りやす

い空間づくりを心がけます。 

 ・さまざまなニーズに対応した「場」の提供 

親子が気軽に読み聞かせができるようなスペースや、飲食コーナー、

学習席など、利用者のニーズに応じた場を提供します。 

 

○計画を推進するための体制づくり 

・子ども読書活動推進の普及・啓発 

   図書館だよりや広報、ホームページなどで本の紹介や子どもの読書に

関する情報を提供し、子ども読書活動推進の普及・啓発を図ります。 

・関係機関との連携・協力 

    市内の関係機関が相互に協力することにより、地域全体で子供たちの

読書活動の支援を図ります。 

 

○地域ボランティアの育成と協働・支援 

 ・地域ボランティアの育成と協働・支援 

    地域ボランティアの育成と、スキルアップ、活動の場づくりや自主活

動支援など、ボランティア団体との連携を強化します。 

  

書架整理ボランティアの活動 



23 

 

6 推進体制の整備 

 

子どもが読書習慣を身に付け、自主的な読書を楽しむようになるためには、子

どものさまざまな生活の場、成長過程の中で、いつでもどこでも本に親しむ機会

があることが大切です。 

子どもの読書活動を推進するためには、家庭、認定こども園・保育園、学校、

図書館、行政、地域ボランティアなどの、関係機関や団体が、相互に情報交換や

交流を深め、連携・協力して取り組んでいく必要があります。 

 

 

【施策の方向・具体的な取組】 

〇関係機関や団体の連携・協力 

・子どもの読書活動推進連絡会議の開催 

子どもの読書活動に関する情報交換や交流を深めるため「子どもの読

書活動推進連絡会議」を定期的に開催します。 
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7 推進のための連携イメージ図 

 

≪すべての子どもに読書の楽しさを！ ― 連携・協力の輪 ≫ 

認定こども園・保育園 

 

◇楽しい読み聞かせ 

◇身近にあるたくさんの本 

◇親子で楽しむ絵本貸出 

◇園だよりで情報発信 

◇市立図書館との連携 

 

地 域 

 

◇地域図書室 

◇子育て支援センターなど 

◇学童保育・放課後子ども教室 

◇読書ボランティア 

 

      

図書館 

 

◇おはなし会 

◇おすすめ本の情報発信 

◇ブックスタート事業 

◇図書の充実 

◇居心地の良い「場」の提供 

◇講座・講演会の開催 

◇ボランティアの育成と協働 

◇関係機関との連携・協力 

◇読書に関する情報発信 

◇読書活動推進連絡会議 

学 校 

◇朝読書・読書時間の確保 

◇読書へのきっかけづくり 

◇ブックリストの作成 

◇学校図書館の充実 

◇家庭への啓発「親子読書」 

◇市立図書館との連携 

家 庭 

 

◇子どもへの絵本の読み聞かせ 

◇親子読書・家読（うちどく）のすすめ 

◇メディアコントロールへの取組 

◇「おはなし会」への参加 

◇市立図書館の利用 
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8 計画推進の取組一覧 

基 本 

方 針 

推 進 

区 分 
取      組      項      目 

(

１)

子
ど
も
の
成
長
段
階
に
応
じ
た
読
書
を
楽
し
め
る
機
会
の
提
供 

① 家 庭 
・家庭内で「読書の日」を決める 

・家族で図書館に出かけて本を借りる 

② 地  域 
・地域図書室での読み聞かせや児童書の充実 

③ 認定こども園 

保育園 

・本に親しむ機会づくり 

・家庭への絵本の貸出 

 

④ 学  校  
・「朝読書」の推進と読書時間の確保と継続 

・調べ学習における学校図書館の利用推進 

・・読書のきっかけづくり 

・「おすすめの本」の紹介 

⑤ 図書館 
・ブックスタート事業の推進 

・「図書館見学」「職場体験」の受け入れ 

・団体貸出の充実 

・障がいのある子どもたちへの読書活動支援 

 
 

（
２
）
子
ど
も
に
と
っ
て
や
さ
し
い
読
書
環
境
の
整
備
と 

 
 
 
 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

① 家  庭 
・図書館「親子読書スペース」の充実（活用） 

・メディアコントロールの推進 

② 地  域  

③ 認定こども園 

保育園 

・絵本などの図書コーナーを充実 

④ 学 校 
・学校図書館の資料の充実 

・メディアコントロールへの対応 

⑤ 図書館 
・「親子読書スペース」の充実 

・多様な「本との出会い」づくり 

・児童・中学生・高校生向け図書の充実 

・遠隔地へのサービス 
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基 本

方 針 

推 進 

区 分 
取      組      項      目 

(

３)

子
ど
も
の
読
書
活
動
に
つ
い
て
の
情
報
の
発
信
及
び 

学
習
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
居
場
所
づ
く
り 

① 家  庭 
・保護者への啓発・情報提供 

・おはなし会・子ども向けイベントの開催（参加） 

・発達段階に合わせた本に関する情報提供 

② 地  域  

③ 認定こども園 

保育園 

・保護者への啓発・情報提供（再掲） 

 

④ 学  校 
・「家読（うちどく）」のすすめ 

⑤ 図書館 
・おはなし会・子ども向けイベントの開催 

・利用しやすい空間づくり 

・さまざまなニーズに対応した「場」の提供 

・子ども読書活動推進の普及・啓発 

(

４)

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
の
た
め
の
連
携
・
協
働 

① 家  庭 
・地域ボランティア育成・協働・活動支援 

・地域の学校ボランティアとの連携 

・学童保育施設や放課後子ども教室などと連携した読書活動推進 

・図書館との連携・協力 

・学校内での教職員間の連携・協力 

・関係機関との連携・協力 

・「子ども読書活動推進連絡会議」の開催 

② 地  域 

③ 認定こども園 

保育園 

④ 学  校 

⑤ 図書館 
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1 子どもの読書についてのアンケート／調査結果 

 

◆アンケートの概要 

①アンケート名 「小千谷・読書についてのアンケート」 （児童・生徒用） 

         「小千谷市子どもの読書についてのアンケート」（保護者用） 

②実 施 期 間  平成 30 年 10 月～11 月 

③対象及び実施方法 

◇幼稚園（3）、保育園（11）、小学校（8）、中学校（5） 

・児童生徒／学校で配布・回答後に回収 

  ・保 護 者／子どもを通じて家庭へ配布し、保護者が回答後、専用封筒に 

入れて園または学校に提出 

  ◇子育て支援センター（1)／施設内にアンケート箱を設置し、希望者が自由に回答 

 

区分 配布枚数 回収枚数 回収率（％） 

小学 2年生 292 278 95.2% 

小学 5年生 329 314 95.4% 

中学 2年生 306 295 96.4% 

4 歳児保護者 245 218 89.0% 

小学生（2、5年）保護者 621 521 83.9% 

中学生（2年）保護者 306 256 83.7% 

未就園児（3歳以下）保護者 自由参加 （7）※ - 

合計 2,099 1,882 89.7% 

                        （※合計数に含まない） 

④報告書の見方 

・「未就園児保護者」＝3歳前の乳幼児の保護者   

・「4歳児保護者」＝4歳児の保護者 

・「小学生保護者」＝小学 2年、5年児童の保護者 

・「中学生保護者」＝中学 2年生徒の保護者 

・対象により設問に違いがある場合は未就、4歳児、小、中などの区別を表記しています。 

・「％」欄は、小数点以下を四捨五入及び無回答の人数を除外しているため、合計が 100％にな

らない場合があります。 

・複数回答できる質問の「％」欄は回答者数に対しての割合になるため、合計は 100％になりま

せん。 
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＜小中学校 児童生徒対象＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問 1－2 学校名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問 2 あなたは本が好きですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆学年が上がるにつれて「好き」の割合が減少しています。 

  

選択項目 
小 2 小 5 中 2 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

男 137 50% 144 46% 137 48% 

女 138 50% 167 54% 149 52% 

無回答 3 - 3 - 9 - 

合計 278 100% 314 100% 295 100% 

選択項目 
小 2 小 5 

選択項目 
中 2 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

小千谷 121 44% 145 47% 小千谷 140 49% 

東小千谷 44 16% 53 17% 東小千谷 61 21% 

吉谷 18 7% 20 6% 千田 37 13% 

千田 25 9% 22 7% 南 15 5% 

和泉 16 6% 18 6% 片貝 32 11% 

東山 3 1% 2 1%    

南 21 8% 21 7%    

片貝 28 10% 30 10%    

無回答 2 - 3 -  10 - 

合計 278 100% 314 100%  295 100% 

選択項目 
小 2 小 5 中 2 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

好き 175 64% 135 44% 109 38% 

どちらかとい
うと好き 

54 20% 102 33% 106 37% 

あまり好きで
はない 

38 14% 64 21% 57 20% 

好きではない 8 3% 9 3% 12 4% 

無回答 3 - 4 - 11 - 

合計 278 100% 314 100% 295 100% 

質問 1－1  あなたの性別 

0% 50% 100%

小2

小5

中2

好き どちちかというと好き

あまり好きではない 好きではない
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質問 3 お家の人は本をよく読みますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆すべての学年で「あまり読まない」が「よく読む」を上回っています。 

 

質問 4  1 か月にだいたい何冊くらい本を読みますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆学年が上がるにつれて「ほとんど読まない」が徐々に増え、1 か月当たりの冊数も減少しています。 

 

質問 5  質問 4 で 1～4 に○をつけた人に聞きます。本を読むのはどうしてですか 

（あてはまるもの全部に○をつけてください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆どの学年も「楽しいから」が一番多くなっています。「楽しいから」、「好きな作家やシリーズがある」は年齢が

上がるにつれ増加し、「知らないことがわかるから」、「勉強の役にたつから」は減少しています。 

選択項目 
小 2 小 5 中 2 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

よく読む 69 25% 59 19% 67 24% 

あまり読まない 122 44% 136 44% 154 54% 

その他 19 7% 36 12% 15 5% 

わからない 65 24% 80 26% 48 17% 

無回答 3 - 3 - 11 - 

合計 278 100% 314 100% 295 100% 

選択項目 
小 2 小 5 中 2 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

1～2 冊 30 11% 47 15% 132 46% 

3～5 冊 57 21% 118 38% 67 23% 

6～9 冊 56 20% 60 19% 20 7% 

10 冊以上 114 41% 45 14% 11 4% 

ほとんど読まない 19 7% 41 13% 56 20% 

無回答 2 - 3 - 9 - 

合計 278 100% 314 100% 295 100% 

 選択項目 
小 2 小 5 中 2 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

楽しいから 146 57% 164 61% 141 61% 

知らないことが 
わかるから 

123 48% 91 34% 32 14% 

勉強の役に 
たつから 

96 37% 44 16% 19 8% 

好きな作家やシ

リーズがある 
90 35% 100 37% 101 44% 

家族も本が
好きだから 

35 14% 13 5% 8 3% 

その他 17 7% 32 12% 33 14% 

無回答 6 - 4 - 9 - 

回答者数 257 - 270 - 230 - 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

小2 小5 中2

よく読む
あまり読まない
その他
わからない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小2

小5

中2

1～2冊 3～5冊
6～9冊 10冊以上
ほとんど読まない

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

小2 小5 中2

楽しいから
知らないことがわかるから
勉強の役にたつから
好きな作家やシリーズ
家族も本が好きだから
その他
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質問 6  質問 4 で「5．ほとんど読まない」に○をつけた人に聞きます。読まないのはどうしてですか  

（あてはまるもの全部に○をつけてください） 

選択項目 
小 2 小 5 中 2 

人数 % 人数 % 人数 % 

読みたい本
がないから 

3 16% 8 20% 12 21% 

どんな本を読
んだらいいか
わからない 

2 11% 5 12% 5 9% 

読みたいと
思わない 

7 37% 22 54% 31 55% 

塾や習い事
で忙しい 

4 21% 5 12% 8 14% 

友だちと遊
びたいから 

2 11% 3 7% 10 18% 

テレビやゲー
ムの方がよい 

4 21% 13 32% 23 41% 

部活が忙しい 中 2 のみ選択可 15 27% 

その他 0 0% 4 10% 7 13% 

無回答 0 - 0 - 0 - 

回答者数 19 - 41 - 56 - 

◆すべての年代で「読みたいと思わない」が多い状況です。 

 

  

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

小2 小5 中2

読みたい本がないから

どんな本を読んだらいいのかわからないから

読みたいと思わないから

塾や習い事で忙しいから

友だちと遊びたいから

テレビやゲームの方がよいから

部活が忙しいから

その他
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質問 7  どんな本が好きですか（あてはまるもの全部に○をつけてください） 

選択項目 
小 2 小 5 中 2 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

図鑑 112 40% 44 14% 26 9% 

歴史・社会 63 23% 66 21% 45 15% 

伝記 18 6% 55 18% 29 10% 

理科・算数・数学 44 16% 22 7% 17 6% 

料理・手芸 42 15% 45 14% 29 10% 

工作・音楽 100 36% 35 11% 15 5% 

スポーツ 85 31% 64 20% 37 13% 

物語・小説 122 44% 191 61% 233 79% 

絵本 156 56% 55 18% 23 8% 

その他 11 4% 26 8% 17 6% 

無回答 4 - 4 - 16 - 

回答者数 278 - 314 - 295 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆小学生では 2年生は、比較的いろいろな本を選んでいますが、5年生、中学生と年代が上がるにつれ、「物語・

小説」が増え、その他の選択項目が減っています。 
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工作・美術・音楽

スポーツ

物語・小説

絵本

その他
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質問 8  読みたい本はどこで手に入れたりしますか（あてはまるもの全部に○をつけてください） 

 

 

 

◆小学生は、「学校図書室」「学級文庫」「市立図書館」など、借りる割合の方が多く、合わせると約半数になりま

すが、中学生は圧倒的に「本屋などで買う」が多くなっています。 

  

選択項目 
小 2 小 5 中 2 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

学校の図書室 154 55% 165 53% 55 19% 

学級文庫 69 25% 76 24% 43 15% 

市立図書館 146 53% 102 32% 34 12% 

本屋などで買う 137 49% 179 57% 243 82% 

家にある本を読む 116 42% 119 38% 55 19% 

友だちから借りる 13 5% 17 5% 51 17% 

その他 3 1% 9 3% 15 5% 

無回答 3 - 4 - 13 - 

回答者数 278 - 314 - 295 - 
0%
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市立図書館
本屋などで買う
家にある本を読む
友だちから借りる
その他
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質問 9  読む本は、どのようにして選んでいますか（あてはまるもの全部に○をつけてください） 

 

 

◆どの学年も圧倒的に「自分でさがす」が多く、大半を占めますが、学年が上がるにつれて、「親のすすめ」、

「先生のすすめ」が減少し、「テレビ・インターネット」などが少しずつ増加しています。 

  

質問 10   1 日のうちで本を読むのはいつが多いですか（あてはまるもの全部に○をつけてください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆複数回答ではありますが、どの学年も「学校の朝読書」が多く、中学生では 62％を占めています。 

  

選択項目 
小 2 小 5 中 2 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

自分でさがす 247 89% 290 92% 242 82% 

親のすすめ 57 21% 33 11% 20 7% 

先生のすすめ 16 6% 4 1% 2 1% 

友だちのすすめ 
45 16% 45 14% 54 18% 

図書館の人の

すすめ 
20 7% 8 3% 10 3% 

新聞や雑誌で

見て 
20 7% 14 4% 17 6% 

テレビやインタ

ーネットで見て 
27 10% 38 12% 86 29% 

その他 14 5% 15 5% 7 2% 

無回答 7 - 4 - 12 - 

回答者数 278 - 314 - 295 - 

選択項目 
小 2 小 5 中 2 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

朝、登校前 14 5% 20 6% 7 2% 

学校の朝読書 176 63% 135 43% 184 62% 

休み時間 40 14% 74 24% 39 13% 

学校で放課後 16 6% 26 8% 4 1% 

家で夕食前 81 29% 49 16% 10 3% 

寝る前 118 42% 115 37% 64 22% 

休みの日 153 55% 129 41% 49 17% 

その他 14 5% 23 7% 14 5% 

無回答 5 - 6 - 15 - 

回答者数 278 - 314 - 295 - 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

小2 小5 中2

自分でさがす
親のすすめ
先生のすすめ
友だちのすすめ
図書館の人のすすめ
新聞や雑誌で見て
テレビやインターネットで見て
その他

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

小2 小5 中2

朝、登校前 学校の朝読書

学校の休み時間 学校で放課後

家で夕食前 寝る前

休みの日 その他



資料１ アンケート結果 

 

35 

 

質問 11  パソコンや携帯電話、スマートフォン、タブレットなどでの読書を利用しますか 

 

 

 

 

 

◆どの学年も「利用したことがない」が大半ですが、学年が上がるにつれ、利用者が増えています。 

 

質問 12   1 か月のうち、学校の図書室へ何回くらい行きますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆小学生は、週 1回以上が 43％程度ありますが、中学生は 13％と少なく、逆に「ほとんど行かない」割合が 71％

と大変多くなっています。 

 

質問 13  1 か月のうち、市立図書館へ何回くらい行きますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆学年が上がるにつれて「ほとんど行かない」が増えています。 

  

選択項目 
小 2 小 5 中 2 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

よく利用する 14 5% 16 5% 37 13% 

たまに利用する 30 11% 34 11% 52 18% 

ほとんど利用しな
い 

33 12% 54 18% 56 20% 

利用したことがな
い 

194 72% 203 66% 140 49% 

無回答 7 - 7 - 10 - 

合計 278 100% 314 100% 295 100% 

選択項目 
小 2 小 5 中 2 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

週に 1 回くらい 117 43% 83 27% 38 13% 

週に 2～3 回 86 32% 100 32% 27 10% 

ほとんど毎日 12 4% 11 4% 18 6% 

ほとんど行かない 54 20% 116 37% 201 71% 

無回答 9 - 4 - 11 - 

合計 278 100% 314 100% 295 100% 

選択項目 
小 2 小 5 中 2 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

1 回 37 14% 25 8% 20 7% 

2～3 回 86 32% 49 16% 16 6% 

4 回（毎週） 17 6% 7 2% 1 0% 

5 回以上 30 11% 9 3% 0 0% 

ほとんど行

かない 
99 37% 220 71% 248 87% 

無回答 9 - 4 - 10 - 

合計 278 100% 314 100% 295 100% 
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利用したことがない
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質問 14  質問 13 で「5．ほとんど行かない」と答えた人、市立図書館を利用しないのはなぜですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆小学 2年生は「遠くて行けない」「親が連れて行ってくれない」が多く、5年生では「塾や習い事で忙しい」が

一番多くなっています。 中学生は「部活で忙しい」が一番多く、次が「遠くて行けないから」でした。 

 

質問 15  「図書館利用カード」を持っていますか  

 

 

 

 

 

 

 

 

◆小学生では 80%以上、中学生でも 67%が「持っている」となりました。低学年の頃に利用登録をしても、その後

だんだん利用する回数が少なくなってきている様子がうかがえます。 

  

選択項目 
小 2 小 5 中 2 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

塾や習い事で忙しいから 29 29% 81 37% 44 18% 

読みたい本がないから 11 11% 29 13% 58 23% 

遠くて行けないから 23 23% 32 15% 63 25% 

利用の仕方がわからない

から 
4 4% 8 4% 5 2% 

本を読むのが好きじゃな

いから 
6 6% 15 7% 26 10% 

連れて行ってくれる人が

いないから 
41 41% 54 25% 

小学生のみ

選択可 

部活が忙しいから 中 2 のみ選択可 92 37% 

その他 12 12% 50 23% 38 15% 

無回答 2 - 3 - 2 - 

回答者数 99 - 272 - 328 - 

選択項目 
小 2 小 5 中 2 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

持っている 216 81% 235 76% 191 67% 

持っていない 46 17% 65 21% 84 30% 

その他 6 2% 10 3% 8 3% 

無回答 10 - 4 - 12 - 

合計 278 100% 314 100% 295 100% 
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質問 16  幼稚園や認定こども園、保育園のころ、家の人に本を読んでもらいましたか 

 

◆どの学年も「よく読んでもらった」が一番多くなっています。「ときどき読んでもらった」と合わせると 

70～80％と高い割合が出ています。 

 

 

質問 17  今まで読んだ本の中でおもしろかった本、心に残っている本を教えてください。 

選択項目 
小 2 小 5 中 2 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

記述有り 250 90% 267 85% 190 64% 

記述なし 28 10% 47 15% 105 36% 

合計 278 100% 314 100% 295 100% 

  ◆小学生は、絵本や児童文学が多く、中学生では、いわゆるライトノベル系の小説が多くなっています。（「書

名一覧」は省略） 

 

質問 18  本を読むことは自分にとって必要だと思いますか （中学 2年生のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

選択項目 
小 2 小 5 中 2 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

よく読んでも
らった 

134 49% 135 44% 122 43% 

ときどき読ん
でもらった 

72 26% 96 31% 86 30% 

あまり読ん
でもらってい
ない 

28 10% 21 7% 18 6% 

おぼえてい
ない 

39 14% 55 18% 56 20% 

無回答 5 - 7 - 13 - 

合計 278 100% 314 100% 295 100% 

選択項目 
中 2 

人数 ％ 

必要である 165 59% 

どちらともいえない 79 28% 

あまり必要でない 14 5% 

わからない 24 9% 

無回答 13 - 

合計 295 100% 

必要で
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59%

どちら

ともい

えない, 
28%

あまり

必要で

ない, 
5%

わから

ない, 
9%
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◆クロス集計グラフ   

① 「あなたは本が好きですか」  ×  「お家の人は本をよく読みますか」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「本が好き」な子と「家族もよく本を読む」の割合が、すべての年代で概ね比例する結果となっています。 

 

② 「あなたは本が好きですか」  ×  「子どもの頃お家の人に本を読んでもらいましたか」 
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＜各保護者対象／未就園児・4 歳児・小 2・小 5・中 2 ＞ 

 

質問 1－1 お子さんの性別 

 

 

  

 

4 歳児小中質問 1－2  お子さんとあなた（記入者）の関係 

選択項目 
4 歳児保護者 小学生保護者 中学生保護者 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

父 8 4% 38 7% 21 8% 

母 208 96% 474 92% 228 90% 

その他 1 0% 5 1% 5 2% 

無回答 1 - 4 - 2 - 

合計 218 100% 521 100% 256 100% 

 

未就 質問 1－2  お子さんの年齢または月齢 

 

 

  

選択項目 
未就園児保護者 4 歳児保護者 小学生保護者 中学生保護者 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

男 3 60% 104 48% 259 50% 117 46% 

女 2 40% 112 52% 258 50% 137 54% 

無回答 2 - 2 - 4 - 2 - 

合計 7 100% 218 100% 521 100% 256 100% 

選択項目 
未就園児保護者 

人数 ％ 

6 か月未満 0 0% 

6 か月～1 歳未満 0 0% 

1 歳 2 29% 

2 歳 2 29% 

3 歳 3 43% 

無回答 0 - 

合計 7 100% 
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質問 2  お子さんの学校名（またはお住まいの学校区） 

選択項目 
未就園児保護者 4 歳児保護者 小学生保護者 中学生保護者 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 5% 

小千谷 4 57% 115 53% 243 47% 122 48% 

東小千谷 1 14% 27 12% 66 13% 45 18% 

吉谷 0 0% 9 4% 32 6% -  -  

千田 1 14% 21 10% 47 9% 37 15% 

和泉 1 14% 9 4% 32 6% -  -  

東山 0 0% 1 0% 6 1% -  -  

南 0 0% 13 6% 41 8% 15 6% 

片貝 0 0% 22 10% 51 10% 35 14% 

その他 0 0% 0 0% - - - - 

無回答 0 - 1 - 3 - 2 -  

合計 7 100% 218 100% 521 100% 256 100% 

 

質問 3  お子さんは本が好きですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆4 歳児では「好き」「どちらかというと好き」の 2 つを合わせると 90％以上になりますが、子どもの学年が上が

るにつれて割合は減少しています。小学生、中学生では「あまり好きではない」も多く 30％程度あります。保護者

から見た子どもでは、「好き」「どちらかというと好き」の割合が、子ども自身の回答と比較すると、少なくなって

います。 

  

選択項目 
未就園児保護者 4 歳児保護者 小学生保護者 中学生保護者 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

好き 5 71% 100 46% 161 31% 70 28% 

どちちかというと
好き 

1 14% 104 48% 187 36% 80 31% 

あまり好きでは 
ない 

1 14% 13 6% 135 26% 83 33% 

好きではない 0 0% 0 0% 33 6% 21 8% 

無回答 0 - 1 - 5 - 2 - 

合計 7 100% 218 100% 521 100% 256 100% 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

未就学児保護者 4歳児保護者 小学生保護者 中学生保護者

好きではない

あまり好きでは

ない

どちちかというと

好き
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質問 4  あなた自身は本が好きですか 

選択項目 
未就園児保護者 4 歳児保護者 小学生保護者 中学生保護者 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

好き 0 0% 62 29% 139 27% 73 29% 

どちちかというと 
好き 4 57% 94 43% 191 37% 92 36% 

あまり好きではな
い 

2 29% 53 24% 164 32% 81 32% 

好きではない 1 14% 8 4% 23 4% 9 4% 

無回答 0 - 1 - 4 - 1 - 

合計 7 100% 218 100% 521 100% 256 100% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中 質問 5  お子さんが幼少の頃、本の読み聞かせをしましたか 

選択項目 
小学生保護者 中学生保護者 

人数 ％ 人数 ％ 

たくさんした 161 31% 87 34% 

たまにした 287 56% 133 52% 

ほとんど 
しなかった 

60 12% 29 11% 

まったく 
しなかった 

7 1% 2 1% 

その他 2 0% 4 2% 

無回答 4 - 1 - 

合計 521 100% 256 100% 

 

◆「たくさんした」がどちらも 30％以上、「たまにした」を含めると 80％以上でした。子どもの頃、読み聞かせを

する家庭が多かったことがうかがえます。 
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幼 質問 5 お子さんに本を読んであげる時間をどの程度もっていますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆週 1 回以上読み聞かせを行っている 4 歳児保護者は 90％以上となり、多くの家庭で読み聞かせが行われて

いることがうかがえます。 

 

 

幼 質問 6 お子さんに読んであげる本をどのように用意していますか（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆4歳児では「認定こども園・保育園などで借りる」が多く 91％で、未就園児では「本屋などで購入する」が一番

多く 71％でした。子どもの入園後は家庭だけでなく園の働きかけがプラスされていることがうかがえます。 

選択項目 
未就園児保護者 4 歳児保護者 

人数 ％ 人数 ％ 

毎日 2 29% 33 15% 

週 3～4回 1 14% 45 21% 

週 1～2回 4 57% 122 56% 

月に 2～3回 0 0% 10 5% 

ほとんど読ま
ない 

0 0% 6 3% 

無回答 0 - 2 - 

合計 7 100% 218 100% 

選択項目 

未就園児 

保護者 
4 歳児保護者 

人数 ％ 人数 ％ 

園などで借りる 4 57% 199 91% 

図書館で借りる 2 29% 72 33% 

本屋で購入する 5 71% 56 26% 

自宅にある本を読む 4 57% 149 68% 

人から借りる 0 0% 0 0% 

その他 2 29% 0 0% 

無回答 0 -  3 -  

回答者数 7 - 218 - 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就園児保護者

4歳児保護者

毎日 週3～4回

週1～2回 1ヶ月に2～3回

ほとんど読まない

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

未就園児保護者 4歳児保護者

園などで借

りる

図書館で借

りる

本屋などで

購入する
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本を読む

人から借り
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その他
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未就質問 7 お子さんに用意してあげる本はどのようにして選んでいますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未就質問 8 4 歳児質問 7  あなたがお子さんに本を読んであげたのはいつ頃からですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆未就園児では「6か月未満」が一番多く、4歳児では「1歳未満」が一番多くて約 37％、次いで「6か月未満」で

26％でした。多くの家庭で、“赤ちゃんのうちから本とふれあう”ことが実践されていることがわかります。 

  

選択項目 
未就園児保護者 

人数 ％ 

現物を自分の目でみて 7 100% 

図書館ですすめられて 0 0% 

わんパークなどですすめられて 0 0% 

友人・知人にすすめられて 0 0% 

新聞・雑誌の情報 1 14% 

テレビやインターネットの情報 2 29% 

その他 4 57% 

無回答 0 - 

回答者数 7 - 

選択項目 
未就園児保護者 4 歳児保護者 

人数 ％ 人数 ％ 

生後6か月未満 4 57% 56 26% 

1 歳未満 3 43% 80 37% 

2 歳未満 0 0% 39 18% 

3 歳未満 0 0% 16 7% 

3 歳以上 0 0% 9 4% 

おぼえていな

い 
0 0% 15 7% 

読んでやって
いない 

0 0% 1 0% 

その他 0 0% 0 0% 

無回答 0 -  2 -  

合計 7 100% 218 100% 
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未就園児保護者

4歳児保護者

生後6か月未満 1歳未満
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3歳以上 おぼえていない

読んであげていない その他
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未就 質問 9 4 歳児 質問 8 小中 質問 6 お子さんの成長に本を読むことは必要だと思われますか 

選択項目 
保護者全体 未就園児保護者 4 歳児保護者 小学生保護者 中学生保護者 

人数 総計 人数 ％ 
 

％ 人数 ％ 人数 ％ 

必要である 895 90% 7 100% 192 89% 468 90% 228 89% 

どちらともいえない 80 8% 0 0% 18 8% 41 8% 21 8% 

あまり必要でない 5 1% 0 0% 1 0% 4 1% 0 0% 

わからない 15 2% 0 0% 4 2% 5 1% 6 2% 

無回答 7 - 0 - 3 - 3 - 1 - 

合計 1002 100% 7 100% 218 100% 521 100% 256 100% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未就 質問 8 4 歳児 質問 9 お子さんが本を楽しむようになるためにご家庭でなにか工夫をされていますか（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆幼児で多いのは、「「読んで」と言われたときに読み聞かせをする」、「手にとれるところに本がある」でした。 

  

選択項目 
未就園児保護者 4 歳児保護者 

人数 ％ 人数 ％ 

寝る前などに読み聞か
せをする 

3 43% 100 46% 

読んでと言われたらな
るべく読むようにする 

5 71% 175 80% 

子どもの手にとれる所
に本が置いてある 

7 100% 135 62% 

テレビやゲームの時間
を制限する 

1 14% 17 8% 

子どもが気に入った本
を買う 

3 43% 65 30% 

図書館によく行く 1 14% 53 24% 

本屋によく行く 1 14% 22 10% 

親もよく本を読むよう
にする 

0 0% 17 8% 

その他 0 0% 3 1% 

無回答 0 - 4 - 

回答者数 7 - 218 - 

◆どの年代でも「必要である」が約 90％となり、

「あまり必要でない」は全件合わせても 5名だけ

でした。 

必要で

ある, 

90%
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小中 質問 7 お子さんが本を読むようになるために何か心がけていることはありますか（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆中学生保護者は、小学生保護者に比べ「図書館へよく行く」が減少し、「本屋へよく行く」が増加しています。 

 

小中 質問 8 あなたの家族はよく本を読みますか 

選択項目 
小学生保護者 中学生保護者 

人数 ％ 人数 ％ 

子どもの母親が 
よく読む 

83 16% 41 16% 

子どもの父親が 
よく読む 

64 12% 30 12% 

両親ともよく 
読む 

40 8% 12 5% 

その他がよく読む 99 19% 57 22% 

家族はあまり 
読まない 

205 40% 99 39% 

わからない 25 5% 15 6% 

無回答 5   2   

合計 521 100% 256 100% 

◆母親・父親・両親など、「家族がよく読む」と回答した人もある程度大きな割合になりますが、「家族はあまり読ま

ない」とする人が、小学生、中学生とも 40%程度と、高い割合を占めていました。 

  

選択項目 
小学生保護者 中学生保護者 

人数 ％ 人数 ％ 

家族も本をよく読む 
ようにする 

101 19% 46 18% 

図書館へよく行く 121 23% 43 17% 

本屋へよく行く 159 31% 94 37% 

その他 55 11% 19 7% 

特にない 199 38% 107 42% 

無回答 6 - 3 - 

回答者数 521 - 256 - 
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小中 質問 9 あなたは 1 ヶ月に何冊くらい本を読みますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未就 質問 11 4 歳児小中 質問 10  パソコンや携帯電話、スマートフォン、タブレットなどの読書を利用しますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中 質問 11  あなたは子どもの頃、よく本を読むほうでしたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

選択項目 
小学生保護者 中学生保護者 

人数 ％ 人数 ％ 

1～2冊 186 36% 80 31% 

3～5 冊 55 11% 34 13% 

6～9 冊 13 3% 4 2% 

10 冊以上 9 2% 5 2% 

ほとんど読まない 255 49% 132 52% 

無回答 3 -  1 -  

合計 521 100% 256 100% 

選択項目 
保護者全体 

人数 ％ 

よく利用する 89 9% 

たまに利用する 163 16% 

ほとんど利用しない 221 22% 

利用したことがない 522 52% 

無回答 7 - 

合計 995 100% 

選択項目 
小学生保護者 中学生保護者 

人数 ％ 人数 ％ 

よく読んだ 101 20% 52 20% 

どちらかというと 
読む方だった 

130 25% 74 29% 

どちらかというと 
読まない方だった 

159 31% 72 28% 

ほとんど 
読まなかった 

119 23% 54 21% 

わからない 8 2% 3 1% 

無回答 4 -  1 -  

合計 521 100% 256 100% 
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未就 質問 12 4 歳児 質問 11 小中 質問 12   市立図書館の利用頻度を教えてください（地域図書室の利用も含む） 

 

選択項目 
未就園児保護者 4 歳児保護者 

人数 ％ 人数 ％ 

毎週 0 0% 6 3% 

月に 2～3回 1 14% 36 17% 

月に 1回 0 0% 24 11% 

数ヶ月に 1回 2 29% 62 29% 

利用したことがな

い 
4 57% 88 41% 

無回答 0 - 2 - 

合計 7 100% 218 100% 

 

選択項目 
小学生保護者 中学生保護者 

人数 ％ 人数 ％ 

毎週 14 3% 1 0% 

月に 2～3回 77 15% 24 9% 

月に 1回 62 12% 25 10% 

数ヶ月に 1回 187 36% 101 40% 

利用したことがな

い 
142 27% 68 27% 

その他 35 7% 35 14% 

無回答 4 - 2 - 

合計 521 100% 256 100% 

 

未就 質問 13 4 歳児 質問 12 小中 質問 13  上記で「利用したことがない」方の理由はなんですか 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「行く時間がない」が大きな割合を占めています。図書館の土日や祝日開館などについて、情報発信や PR の強

化が求められます。 

  

選択項目 
保護者全体 

人数 ％ 

行く時間がない 139 46% 

遠くて利用できない 24 8% 

読みたい本がない 21 7% 

自宅にある本で 
十分 

44 15% 

こども園・保育園な
どの本を利用してい
る 

49 16% 

その他 47 16% 

無回答 9 -  

回答者数 302 - 
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未就 質問 14 4 歳児 質問 13 小中 質問 14 お子さんや親子で本を楽しむために、市に対してどのような事業を望み

ますか 

選択項目 
未就園児保護者 4 歳児保護者 全体 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

絵本ライブ 6 86% 107 49% 113 50% 

マタニティ向

けおはなし会 
1 14% 2 1% 3 1% 

講演会 0 0% 3 1% 3 1% 

読み聞かせ等

の講座 
1 14% 13 6% 14 6% 

読み聞かせ 4 57% 61 28% 65 29% 

映画鑑賞会 1 14% 50 23% 51 23% 

セカンドブック

スタート事業 
6 86% 69 32% 75 33% 

特にない 0 0% 34 16% 34 15% 

その他 0 0% 7 3% 7 3% 

無回答 0   8   8   

回答者数 7 - 218 - 225 - 

 

選択項目 
小学生保護者 中学生保護者 全体 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

絵本ライブ 187 36% 71 28% 258 33% 

講演会 17 3% 18 7% 35 5% 

講座 79 15% 40 16% 119 15% 

読み聞かせ 84 16% 40 16% 124 16% 

ブックトーク 71 14% 57 22% 128 16% 

特にない 142 27% 79 31% 221 28% 

その他 25 5% 18 7% 43 6% 

無回答 30 -  10 -  40 -  

回答者数 521 - 256 - 777 - 

   ◆「絵本ライブ」がどの年代でも一番多く、ここ数年市立図書館で毎年開催してきたものが好評を得ているこ

とからだと思われます。 
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◆クロス集計グラフ ＜保護者対象＞ （未就園児保護者を除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

    

 

 

 

 

 

 

③「お子さんは本が好きですか」×「お子さんが幼少の頃、読み聞かせをしましたか」 

 

 

 

 

 

 

   

◆①②③のいずれのクロス集計でも、子どもが本好きになるのは、家庭の関わりが大きいことが 

うかがわれます。 

0% 50% 100%

好き

どちちかというと好き

あまり好きではない

好きではない

好き

どちちかというと好き

あまり好きではない

好きではない

子どもの母親がよく読む

子どもの父親がよく読む

両親ともよく読む

その他がよく読む
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①「お子さんは本が好きですか」 × 「家族はよく本を読みますか」 

②「お子さんは本が好きですか」 × 「お子さんに本を読んであげる頻度」 

小学生保護者 

中学生保護者 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

好き

どちちかというと好き

あまり好きではない

好きではない

4歳児保護者

毎日

週3～4回

週1～2回

1ヶ月に2～3回

ほとんど読まない

0% 50% 100%

好き

どちちかというと好き

あまり好きではない

好きではない

好き

どちちかというと好き

あまり好きではない

好きではない

たくさんした

たまにした

ほとんどしなかった

まったくしなかった

その他

小学生保護者 

中学生保護者 

←回答者ゼロ 



資料２ 子どもの読書活動の推進に関する法律 

 

50 

 

子どもの読書活動の推進に関する法律 

（平成13年法律第154号 平成13年12月12日公布）  

（目的） 

第一条 この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及び地方

公共団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関する必要な事項

を定めることにより、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、

もって子どもの健やかな成長に資することを目的とする。 

（基本理念） 

第二条 子ども（おおむね十八歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、子どもが、

言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生き

る力を身に付けていく上で欠くことのできないものであることにかんがみ、すべての子ど

もがあらゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行うことができるよう、積

極的にそのための環境の整備が推進されなければならない。 

（国の責務） 

第三条 国は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、子どもの読書活

動の推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

（地方公共団体の責務） 

第四条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の実情を

踏まえ、子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責務を有する。 

（事業者の努力） 

第五条 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっとり、子どもの読書

活動が推進されるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍等の提供に努めるものとする。 

（保護者の役割） 

第六条 父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動の習慣化に積

極的な役割を果たすものとする。 

（関係機関等との連携強化） 

第七条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施される

よう、学校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他必要な体制の整

備に努めるものとする。 

（子ども読書活動推進基本計画） 

第八条 政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るた
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め、子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（以下「子ども読書活動推進基本計画」

という。）を策定しなければならない。 

２ 政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを国会に報告

するとともに、公表しなければならない。 

３ 前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。 

（都道府県子ども読書活動推進計画等） 

第九条 都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道府県に

おける子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における子どもの読書活

動の推進に関する施策についての計画（以下「都道府県子ども読書活動推進計画」という。）

を策定するよう努めなければならない。 

２ 市町村は、子ども読書活動推進基本計画（都道府県子ども読書活動推進計画が策定され

ているときは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ども読書活動推進計画）を基

本とするとともに、当該市町村における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該

市町村における子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画（以下「市町村子ど

も読書活動推進計画」という。）を策定するよう努めなければならない。 

３ 都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推

進計画を策定したときは、これを公表しなければならない。 

４ 前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進計画の

変更について準用する。 

（子ども読書の日） 

第十条 国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、子ども

が積極的に読書活動を行う意欲を高めるため、子ども読書の日を設ける。 

２ 子ども読書の日は、四月二十三日とする。 

３ 国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施するよう努めな

ければならない。 

（財政上の措置等） 

第十一条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を実施するため必

要な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 

附 則 

この法律は、公布の日から施行する。
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小千谷市子ども読書活動推進計画 策定の経過 

 

年 月 日 会 議 名 等 内 容 等 

平成 30 年 6 月 27 日 市内小・中学校図書館担当者連絡会議 学校の取組など 

７月 17 日 第１回 図書館協議会 諮問 

9 月  アンケート調査実施（児童・生徒・保護者） 配布・回収 

9 月      アンケート調査実施（認定子ども園・保育園保護者） 配布・回収 

10 月      市内高等学校における読書活動調査 配布・回収 

平成 31 年 1 月 24 日 第 2 回 図書館協議会 計画素案の審議 

2 月 12 日 パブリックコメント実施（～3月 11 日） 意見聴取 

3 月 25 日 第 3 回 図書館協議会 答申 

3 月 26 日 小千谷市教育委員会定例会 承認 

 

小千谷市立図書館協議会 委員名簿 

区 分 氏  名 

委 員 長 和 田 明 裕 

副委員長 佐 藤    務 

委  員 渡 邉 純 子 

委  員 高 橋 惠 子 

委  員 山 﨑 涼 子 

委  員 塚 田 良 次 

委  員 佐 藤 玲 子 

 

 

 

 

   

 



 

第 2次小千谷市子ども読書活動推進計画 

 

平成３１年３月 発行 

 

編集・発行 小千谷市教育委員会 

            （小千谷市立図書館） 

 

〒947-0031 新潟県小千谷市土川１丁目３番７号 

TEL   (0258) 82－2724  

FAX   (0258) 82－8915 

Mail tosyo-y@city.ojiya.niigata.jp 

 

mailto:tosyo-y@city.ojiya.niigata.jp

